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1．はじめに 
上町断層帯は，人口密集地である大阪堆積盆地の中

央部を南北に走る活断層である．上町断層帯では，1995
年の兵庫県南部地震を契機として，国や地方公共団体

などによる活断層調査が行われ，それらの成果がとり

まとめられている 1）．さらに，2010～2013 年には上町

断層帯における重点的な調査観測 2）が実施され，断層

帯の活動性や構造などに関する新しい知見が得られて

いる．しかし，その地下の三次元的な構造に関しては

依然として未解明な部分が多く残されている． 
本研究では，上町断層帯の表層地下構造をこれまで

よりも高精度にかつ三次元的に推定することを目的と

して，関西圏地盤情報データベースを用いて断面図を

高密度に作成し，それらに現れる地質構造を解析した． 
 
2．上町断層帯の概要 

上町断層帯は，大阪府豊中市から大阪市を経て岸和

田市にかけての地域をほぼ南北に分布しており，その

全長は約 42 km に達する 1）．断層を挟んで東側が隆起

する逆断層で，最新活動時期は約 28,000 年前以降約

9,000 年前以前，平均変位速度は約 0.4 m/1,000 年，平

均活動間隔は約 8,000 年，今後 30 年間の地震発生確率

は 2～3 %と推定されている 1）．  
上町断層帯は，佛念寺山断層，上町断層，長居断層，

坂本断層，久米田池断層，桜川撓曲，住之江撓曲で構

成されている 1）．これらのうち，桜川撓曲と住之江撓

曲はそれぞれが独立した上町断層の分岐断層と考えら

れていたが，最近になってこれらは連続した一連の撓

曲（断層）であるという見解が出されている 2)． 
 
3．研究地域と方法 

研究地域は，上町断層帯分布域のうちの上町断層，

桜川撓曲，住之江撓曲が分布する上町台地とその北側

および西側の低地部である（図－1）．この地域に 200 
m 間隔のメッシュで測線を設定し，関西圏地盤情報デ

ータベースを用いてボーリング柱状図列からなる断面

図を作成し，断層運動によって変形している上・中部

更新統～大阪層群の地質構造を解析した． 
大阪堆積盆地の上・中部更新統～大阪層群には海成

粘土層(Ma)が繰り返し挟まれていることから，断面図

に現れる地質構造の解析には，海成粘土層の基底面を

基準面として用いた．これらの海成粘土層基底面は，

堆積学的には海進期に波浪や潮汐の侵食作用で形成さ

れた平坦面であるラビーンメント面に相当すると考え

られている 3,4）．初生のラビーンメント面は，断面図

上では海側に緩く傾いた直線で表されることから，構

造運動による変形を容易に復元することができる 4,5)． 
断面図に現れる基準面の傾斜は，その断面における

見かけ傾斜である．あらゆる方向に断面図を作成すれ

ば真の傾斜を求めることができるが，現実的には困難

である．そこで，東西断面と南北断面の見かけの傾斜

をそれぞれ地図の測線上にプロットし，それらを重ね

合わせることによって 8 方向の傾斜を求めた．さらに，

断面図上で基準面が急傾斜していて不連続になってい

る区間に断層が，傾斜が急変している部分に撓曲が分

布するものと推定した．これらの解析結果をもとに，

上町断層帯分布域の傾動傾向と構造を地図上に表した

（図－1）． 
 
4．結果 

上町断層は，上町台地の西端沿いや西端から西へ最

大約 800 m 離れたところに走っている．断層の走向は，

研究地域の北部では北北東－南南西，南部では北北西

－南南東を示し，緩く湾曲している．断層から東へ 300
～1000m 離れた上町台地の西縁部付近には，断層とほ

ぼ平行に背斜軸が延びている．この背斜軸は南にプラ

ンジしていて，背斜の西翼は北西～南西方向に，東翼

は南東方向に傾斜している． 
桜川撓曲は，上町台地の北端付近から南西方向に延

び，くの字型に屈曲して新今宮付近で上町断層に収斂

している．屈曲部の内側には概ね東西方向の背斜軸が

あり，それを挟んで北側は北西方向へ，南側は南西方

向へ傾斜している． 
住之江撓曲は，上町断層の湾曲部から西南西方向に

延び，大和川河口付近で南に向きを変え，堺市築港新

町の埋立地付近で分布が不明瞭になる．撓曲の東側に

は背斜軸がほぼ平行に延びていて，それを挟んで西側

は北西方向へ，東側は南東方向へ傾斜している．住之

江撓曲の西側には，石津川の河口付近から北西方向に

延びる石津背斜 6)が分布している． 
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 図－1 研究地域および上町断層，桜川撓曲，住之江撓曲分布域の傾動傾向と構造  
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